
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
受
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（
質
問
の 

二
） 

答

弁

第

二

号 

   
衆
議
院
議
員
北
條
秀
一
君
提
出
在
外
公
館
借
入
金
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
三
第
二
号 

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
加 
藤 

鐐 

五 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

岸 
 

信 

介 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
北
條
秀
一
君
提
出
在
外
公
館
借
入
金
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

在
外
公
館
借
入
金
の
完
済
に
つ
い
て 

在
外
公
館
等
借
入
金
の
返
済
の
実
施
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
四
号)

に
よ
り
定
め
ら
れ

た
在
外
公
館
等
借
入
金
債
務
額
の
確
定
の
た
め
の
基
準
は
、
在
外
公
館
等
借
入
金
の
返
済
の
準
備
に
関
す
る
法

律(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
五
十
四
号)

第
二
条
の
趣
旨
に
そ
つ
て
、
国
民
負
担
の
衡
平
の
見
地
か
ら
定
め
ら
れ

た
公
正
か
つ
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
基
準
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。 

二 

イ
ン
ド
国
よ
り
の
引
揚
者
の
在
印
財
産
に
つ
い
て 

昭
和
三
十
三
年
七
月
十
五
日
イ
ン
ド
政
府
は
日
印
平
和
条
約
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
管
理
下
に
あ

つ
た
在
印
日
本
財
産
を
原
所
有
者
に
返
還
す
る
こ
と
と
し
た
。
返
還
財
産
の
内
容
は
、 

預 
 

 

金 
 

 
 

二
四
二
口 

総 
 

 

額 
 

 
 

一
四
、
八
九
八
、
七
〇
九
ル
ピ
ー(
邦
貨
換
算
約
一
一
億
二
千
六
百
三
十
万
円) 



で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
財
産
の
う
ち
、
す
で
に
受
領
権
利
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
た

だ
ち
に
イ
ン
ド
政
府
当
局
よ
り
返
還
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
両
国
政
府
当
局
が
協

議
の
結
果
、
次
の
要
領
に
よ
つ
て
返
還
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。 

（
ハ
）
イ
ン
ド
政
府
当
局
は
、
右
の
通
報
を
う
け
た
財
産
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
受
領
権
利
者
に
返
還
す
る
。 

（
ロ
）
右
の
手
続
を
了
し
た
分
の
財
産
に
つ
い
て
、
日
本
側
よ
り
イ
ン
ド
政
府
当
局
に
通
報
す
る
。 

（
イ
）
日
本
政
府
当
局
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
財
産
の
受
領
権
利
者
を
さ
が
し
た
上
で
、
そ
の
身
許
確
認
を
行
な

う
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
す
で
に
個
々
の
受
領
権
利
者
に
対
し
返
還
が
行
な
わ
れ
た
財
産
は
、 

建 
 

 
物 

 
 

 

一
件 

公 
 

 

債 
 

 
 

二
口 

株 
 

 

式 
 

 
 

一
九
七
、
一
三
一
株 

四 

 



と
な
つ
て
お
り
、
い
ま
だ
返
還
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
財
産
は
、
預
金
六
九
口
、
総
額
七
八
、
七
二
八
ル
ピ
ー

(

邦
貨
換
算
約
六
〇
〇
万
円)

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
目
下
関
係
事
務
当
局
に
お
い
て
、

受
領
権
利
者
の
発
見
な
ら
び
に
身
許
確
認
に
努
め
て
い
る
。 

な
お
、
返
還
財
産
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
政
府
は
、
同
国
の
外
貨
事
情
に
も
か
ん
が
み
、
で
き
れ
ば
イ
ン
ド

国
内
で
投
資
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
財
産
の
大
口
所
有
者(

主
と
し
て
商
社)

の
大
部

分
は
上
記
イ
ン
ド
側
の
希
望
に
応
じ
て
、
イ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
経
済
協
力
の
た
め
使
用
す
る
こ
と
を
計
画
し 

預 
 

 

金 
 

 
 

 

一
七
三
口 

建 
 

 

物 
 

 
 

一
件 

総 
 

 

額 
 

 
 

一
四
、
八
一
九
、
九
八
二
ル
ピ
ー(

邦
貨
換
算
約
一
一
億
二
、
〇
三
〇
万
円) 

公 
 

 

債 
 

 
 

二
口 

株 
 

 
式 

 
 

 

一
九
七
、
一
三
一
株 

五 

 



三 

ア
メ
リ
カ
引
揚
者
の
在
米
財
産
に
つ
い
て 

て
い
る
。 

ド
イ
ツ
の
場
合
も
事
情
は
日
本
と
同
一
で
あ
つ
て
日
独
の
資
産
を
差
別
し
ド
イ
ツ
の
み
を
優
遇
す
る
法
案
は

提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
一
部
返
還
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
戦
時
中
引
き
続
き
米
国
に
滞
在
し
た
旧
所
有
者
に
対

し
て
返
還
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
ド
イ
ツ
の
み
で
な
く
、
わ
が
国
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。 

そ
の
後
米
国
内
に
お
い
て
私
有
財
産
尊
重
な
い
し
わ
が
国
と
の
友
好
関
係
促
進
の
見
地
よ
り
在
米
資
産
を
返

還
す
べ
し
と
の
声
が
起
り
、
以
来
米
国
議
会
に
お
い
て
種
々
の
在
米
財
産
返
還
法
案
が
提
出
さ
れ
る
に
至
つ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
法
案
も
審
議
未
了
の
ま
ま
通
過
す
る
に
至
つ
て
い
な
い
。 

第
二
次
大
戦
中
米
国
政
府
に
接
収
さ
れ
た
在
米
財
産
は
、
対
日
平
和
条
約
に
よ
り
、
そ
の
処
分
権
が
米
国
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
た
ま
ま
現
在
に
至
つ
て
い
る
。 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
前
記
平
和
条
約
の
建
前
上
直
接
対
米
折
衝
を
行
な
い
う
る
立
場
に
は
な
い
が
、
機 

六 

 



四 

戦
前
中
国
に
お
け
る
生
命
保
険
契
約
に
つ
い
て 

会
あ
る
ご
と
に
米
側
に
わ
が
方
の
立
場
を
説
明
、
こ
れ
が
返
還
実
現
に
努
め
て
い
る
。 

戦
時
の
中
国
に
お
け
る
生
命
保
険
契
約
は
、
戦
後
金
融
機
関
再
建
整
備
に
あ
た
つ
て
、
金
融
機
関
経
理
応
急

措
置
法 (

昭
和
二
十
一
年
法
律
第
六
号)

及
び
同
法
施
行
令(

昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
三
百
九
十
号) 

の
規
定
に

基
づ
い
て
、
内
地
契
約
と
同
一
の
原
則
に
よ
り
、
保
険
金
額
一
万
円
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
円
貨
を
も
つ
て

支
払
わ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
中
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
、
そ
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
等
特

に
優
遇
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。 

ま
た
、
保
険
金
額
一
万
円
超
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
記
再
建
整
備
に
あ
た
り
棚
上
げ
さ
れ
、
そ
の
後
棚
上

げ
部
分
に
つ
き
通
貨
別
に
定
め
た
為
替
換
算
率
を
適
用
し
て
得
ら
れ
た
金
額
が
円
貨
で
支
払
わ
れ
た
。
こ
れ
は

終
戦
時
に
お
け
る
銀
行
の
未
払
送
金
為
替
の
換
算
率
等
当
時
の
実
勢
換
算
率
を
勘
案
す
れ
ば
公
正
か
つ
妥
当
な

も
の
で
あ
り
、
な
ん
ら
不
当
な
取
扱
で
は
な
か
つ
た
と
考
え
る
。 

七 

 



五 

旧
満
鉄
及
び
華
北
交
通
社
員
中
の
軍
属
者
の
処
遇
に
つ
い
て 

六 

在
外
財
産
問
題
審
議
会
の
復
活
に
つ
い
て 

し
た
が
つ
て
、
戦
時
中
国
に
お
け
る
生
命
保
険
契
約
に
関
す
る
戦
後
処
理
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
変
更
を
加
え

る
意
思
は
な
い
。 

旧
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
及
び
旧
華
北
交
通
株
式
会
社
の
社
員
の
う
ち
、
旧
陸
海
軍
の
要
請
に
よ
り
戦
闘
に

参
加
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
す
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遣
族
援
護
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
百
二
十
七
号)

に
お
い
て
準
軍
属
と
し
て
措
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
社
員
の
み
他
の
一
般
戦
争
犠
牲

者
と
異
な
る
処
遇
を
講
ず
る
こ
と
は
、
臨
時
恩
給
調
査
会
の
報
告
の
趣
旨
か
ら
も
、
妥
当
で
は
な
い
と
考
え 

る
。 韓

国
所
在
の
日
本
人
財
産
は
、
在
韓
米
軍
政
府
の
命
令
に
よ
り
、
米
軍
政
府
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
た
後
、
米

韓
協
定
に
よ
り
韓
国
に
移
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
と
し
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
四 

八 

 



合
と
同
様
、
あ
く
ま
で
当
該
連
合
国
の
主
権
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
処
分
で
あ
つ
て
、
わ
が
国
政
府
の
処
分
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
政
府
と
し
て
補
償
の
責
を
負
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が 

ら
、
現
実
に
は
多
数
の
在
外
同
胞
が
生
活
の
本
拠
と
し
て
い
た
外
地
か
ら
ほ
と
ん
ど
無
一
文
で
引
き
揚
げ
て
き

た
実
情
に
か
ん
が
み
、
政
府
は
昭
和
三
十
一
年
二
月
の
在
外
財
産
問
題
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十

二
年
五
月
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
を
制
定
し
て
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者
へ
引
揚
者
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と

と
し
た
次
第
で
あ
る
。 

ま
た
、
樺
太
、
満
州
、
中
国
に
所
在
す
る
日
本
人
財
産
に
つ
い
て
は
将
来
い
か
な
る
措
置
が
と
ら
れ
る
か
は

不
明
で
あ
り
、
現
在
回
答
で
き
る
段
階
に
至
つ
て
お
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
引
揚
者
に
対
し
て
も

引
揚
者
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

条

（b）
の
規
定
に
よ
り
上
記
米
軍
政
府
の
処
分
の
効
力
を
承
認
し
て
い
る
が
、
こ
の
結
果
当
該
財
産
の
所
有
者
が 

損
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
は
同
条
約
第
十
四
条

（a）
の
規
定
に
よ
る
在
連
合
国
日
本
人
財
産
の
場 

九 

 



 

一
〇 

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
あ
り
、
ま
た
在
外
財
産
問
題
審
議
会
は
一
応
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
解
散
し
た
こ
と

で
も
あ
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
在
外
財
産
問
題
審
議
会
の
よ
う
な
機
関
を
復
活
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




